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 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）が学年進行で実施されて３年目となった。今

年度末には、必履修科目の「情報Ⅰ」や選択科目の「情報Ⅱ」を学んだ生徒、専門学科で情

報科の各科目を学んだ生徒が卒業する。また今年度は、現行学習指導要領の実施状況を調査

する年度であり、準備が進められているところである。 

そして今年度、文部科学省初等中等教育局参事官（高等学校担当）付が担当している、DX

ハイスクールと呼ばれる高等学校 DX 加速化推進事業において、「情報Ⅰ」で培った基礎の

上に、問題の発見・解決に向けて情報システムや多様なデータを適切かつ効果的に活用し、

あるいはコンテンツを創造する力を育む科目「情報Ⅱ」等の履修推進により高校段階におけ

るデジタル等成長分野を支える人材育成の抜本的強化が図る取組が始まった。また、高大接

続の観点では、数理・データサイエンス・AI モデルカリキュラム改訂にあたり、情報Ⅰと

リテラシーレベル、応用基礎レベルで学ぶ事項との関係が整理されたことにも注目したい。 

本講演では，これらの動向を確認するとともに、共通教科情報科、専門教科情報科におけ

る学びの充実に向けて、数理・データサイエンス・AI、DX ハイスクールに関連し、授業実

践に対し期待することについて述べる。 
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文部科学省：「令和６年版 科学技術・イノベーション白書」より 2

ＡＩが材料開発や創薬など、
多様な研究分野で活用され
ていることを表現



高等学校学習指導要領（平成３０年告示）
前文（抄）

第１章 総則 第１款 高等学校教育の基本と教育課程の役割（抄）

これからの学校には，（略）教育の目的及び目標の達成を目指しつつ，一人一人の生徒が，自
分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な
人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創
り手となることができるようにすることが求められる。このために必要な教育の在り方を具体化
するのが，各学校において教育の内容等を組織的かつ計画的に組み立てた教育課程である。

２ 学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，第３款の１に示す主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善を通して，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中
で，次の（1）から（3）までに掲げる事項の実現を図り，生徒に生きる力を育むことを目指すも
のとする。
（1） 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解決するため

に必要な思考力，判断力，表現力等を育むとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，
個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実に努めること。その際，生徒の発達の
段階を考慮して，生徒の言語活動など，学習の基盤をつくる活動を充実するとともに，家
庭との連携を図りながら，生徒の学習習慣が確立するよう配慮すること。

3

第１章 総則 第２款 教育課程の編成（抄）

２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成
（1） 各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラ

ルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくこと
ができるよう，各教科・科目等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成
を図るものとする。

（※下線は田﨑による）



（情報科と向き合う視点として参考）
2023年3月、現行CSの英訳（仮訳）を
共通教科、専門教科
ともに
Informatics（情報学）
とした

4

平成30年改訂高等校学習指導要領英訳版（仮
訳）：文部科学省 (mext.go.jp) より

（略） （略）

現行の学習指導要領（共通教科情報科、専
門教科情報科）で示されたことを踏まえ、
ふさわしい訳として見直した

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1417513.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1417513.htm


情報学の定義と
共通教科情報科、専門教科情報科の目標
は同じ方向を目指している

5

平成２８年３月２３日 日本学術会議 情報学委員会 情報科学技術教育分科会：
報告「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準:情報学分野」 (scj.go.jp)より

（※下線は田﨑による）

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-h160323-2.pdf
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-h160323-2.pdf
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C4最適化

D3統計・
人工知能

I1論理的
推論



（参考）
情報学委員会情報学教育分科会
26期・第１回（令和 6年 5月25日）

情報教育課程の設計指針―初等教育から高等教育まで
の改訂について扱われた

7

参考リンク
情報学委員会 情報学教育分科会（26期・第1回）議事要旨 (scj.go.jp)

（※下線は田﨑による）

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/bunya/jyoho/26/pdf/jyohokyoiku-yoshi2601.pdf
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特別支援学校学習指導要領（幼稚部及び小学部・中学部）についても，平成29年４月28日に改訂告示を公示。
特別支援学校学習指導要領（高等部）は，平成31年２月４日に改訂告示を公示。

（参考）学習指導要領が改訂されたスケジュール
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学習指導要領・共通教科情報科の目標

9

学習指導要領では，全ての教科等の目標について，①育成することを目指す
資質・能力（何ができるようになるか）と，②教科等の特質に応じた学習過
程（どのように学ぶか）を明示。

高等学校学習指導要領（平成３０年３月３１日告示）

第２章第10節 情報 第１款 目標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解
決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

9

知識及び技能 (1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法に
ついて理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりに
ついての理解を深めるようにする。

思考力・判断
力・表現力等

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に
向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

学びに向かう
力・人間性等

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参
画する態度を養う。



共通教科情報科の評価の観点及びその趣旨

(1) (2) (3)

情報と情報技術及びこれら
を活用して問題を発見・解
決する方法について理解を
深め技能を習得するととも
に，情報社会と人との関わ
りについての理解を深める
ようにする。

様々な事象を情報とその結
び付きとして捉え，問題の
発見・解決に向けて情報と
情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活
用するとともに，情報社会
に主体的に参画する態度を
養う。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

情報と情報技術を問題の発
見・解決に活用するための
知識について理解し，技能
を身に付けているとともに，
情報化の進展する社会の特
質及びそのような社会と人
間との関わりについて理解
している。

事象を情報とその結び付き
の視点から捉え，問題の発
見・解決に向けて情報と情
報技術を適切かつ効果的に
用いている。

情報社会との関わりについ
て考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に
情報と情報技術を活用し，
自ら評価し改善しようとし
ている。
 

【学習指導要領 第２章 第10節 情報「第１款 目標」】

【改善等通知 別紙５ 各教科等の評価の観点及びその趣旨 ＜情報＞】

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 10

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html


学習指導要領・専門教科情報科の目標

11

学習指導要領では，全ての教科等の目標について，①育成することを目指す
資質・能力（何ができるようになるか）と，②教科等の特質に応じた学習過
程（どのように学ぶか）を明示。

高等学校学習指導要領（平成３０年３月３１日告示）

第３章第７節 情報 第１款 目標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して，情報産業を通じ，地域産業をはじめ情報社会の健全で持続的な発展
を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

11

知識及び技術 (1) 情報の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連す
る技術を身に付けるようにする。

思考力・判断
力・表現力等

(2) 情報産業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏ま
え合理的かつ創造的に解決する力を養う。

学びに向かう
力・人間性

(3) 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目
指して自ら学び，情報産業の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む
態度を養う。



専門教科情報科の評価の観点及びその趣旨

(1) (2) (3)

情報の各分野について体系
的・系統的に理解するとと
もに，関連する技術を身に
付けるようにする。

情報産業に関する課題を発
見し，職業人に求められる
倫理観を踏まえ合理的かつ
創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな
人間性を育み，よりよい社
会の構築を目指して自ら学
び，情報産業の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り
組む態度を養う。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

情報の各分野について体系
的・系統的に理解している
とともに，関連する技術を
身に付けている。

情報産業に関する課題を発
見し，職業人に求められる
倫理観を踏まえ合理的かつ
創造的に解決する力を身に
付けている。

よりよい社会の構築を目指
して自ら学び，情報産業の
創造と発展に主体的かつ協
働的に取り組む態度を身に
付けている。

【学習指導要領 第３章 第７節 情報「第１款 目標」】

【改善等通知 別紙５ 各教科等の評価の観点及びその趣旨 ＜情報＞】

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 12

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html


単元の学習評価の進め方
評価の進め方 留意点

１
単元の目標を
作成する

○ 学習指導要領の目標や内容，学習指導要領解説等を踏まえて作成する。
○ 生徒の実態，前単元までの学習状況等を踏まえて作成する。
※ 単元の目標及び評価規準の関係（イメージ）については下図参照

作成する

３
「指導と評価の計画」を作成する

○ １，２を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画する。
○ どのような評価資料（生徒の反応やノート，ワークシート，作品等）
を基に，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価するかを考えたり，
「努力を要する」状況（Ｃ）への手立て等を考えたりする。

○ ３に沿って観点別学習状況の評価を行い，生徒の学習改善や教師の指
導改善につなげる。

４
観点ごとに総括する

○ 集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから，観点ごとの総括的
評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行う。

授業を行う

４
観点ごとに総括する

１
単元の目標を
作成する

２
単元の評価規準を
作成する

３
「指導と評価の計画」
を作成する

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 13

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html


〇高等学校学習指導要領第2章第 10 節情報第3款の1

第３款 各科目における指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（1）単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能

力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るよう

にすること。その際，情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情

報と情報技術を活用して問題を発見し主体的，協働的に制作や討論等を

行うことを通して解決策を考えるなどの探究的な学習活動の充実を図る

こと。

14

共通教科情報科における主体的・対話的で深い学び，探究的な学びに

関する学習指導要領解説情報編での記述内容について

※共通教科情報科では，「情報に関する科学的な見方・考え方」については，
「事象を，情報とその結び付きとして捉え，情報技術の適切かつ効果的な活用
（プログラミング，モデル化とシミュレーションを行ったり情報デザインを適用
したりすること等）により，新たな情報に再構成すること」であると整理されて
いる。（高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説情報編P.7）



（参考）2023年世界デジタル競争力ランキング 
日本は総合32位、過去最低を更新

15https://www.imd.org/news/world_digital_competitiveness_ranking_202311/より

（参考）
１位アメリカ、2位オランダ、3位シン
ガポール、4位デンマーク、5位スイス、
6位韓国、7位スウェーデン、8位フィン
ランド、9位台湾、10位香港

技術的枠組みや科学的集積におけ
る優位性を、ビジネスの俊敏性、
規制の枠組み、人材が阻害する構
造が変わらないまま低落が続いて
いると指摘されている。

https://www.imd.org/news/world_digital_competitiveness_ranking_202311/


人材不足は
情報通信白書も指摘し
ている

果たして、
「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」
は次代を担うデジタル
人材の裾野を広げる役
割を果たしている、そ
のような実感が得られ
る授業実践は行われて
いるだろうか

総務省「令和５年版情報通信白書」より 16

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r05/pdf/index.html


（参考）H28答申から見える問題意識

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説情報編より 17



令和３年第６回経済財政諮問会議 萩生田文部科学大臣提出資料（抜粋）18



19

文部科学省 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 より

数理・データサイエンス・AI教育プログラムで求められている内容

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm


20

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム
数理・データサイエンス・AI(リテラシーレベル)モデルカリキュラム 〜 データ思考の涵養 〜
(2024年2月22日改訂)※クリーン版 より

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy_20240222.pdf


21

タイムライン

中程度の精度で自動的に生成された説明

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html


22

タイムラインが含まれている画像 

自動的に生成された説明

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html


23

テキスト,アプリケーション

自動的に生成された説明

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html


24

テキスト,メール

自動的に生成された説明

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html


25

タイムライン

自動的に生成された説明

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html


26

テキスト

自動的に生成された説明

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html


27

グラフが含まれている画像 

自動的に生成された説明

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html


28https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/index.html

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/index.html


29

国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より
※赤の囲みは田﨑によるもの

数学との深い関連を図る情報Ⅰ、情報Ⅱの指導においても参考にしたい項目

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


30国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


31国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


32国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


33

・学習指導要領は、共通教科情報科において主体的・対話的で深い学びの実現を図る際、探
究的な学習活動の充実を図ることとしている。
・情報活用能力を育成する中核としての共通教科情報科はどのような役割を果たせるか

国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より
※赤の囲みは田﨑によるもの

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


34

情報科における取組のモチベーション
にしたいところ

国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より
※赤の囲みは田﨑によるもの

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


35国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


36国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


37国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント 」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


38令和６年５月２７日第１２回高等学校教育の在り方ワーキンググループ資料２より

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/091/mext_00030.html


令和６年５月２７日第１２回高等学校教育の在り方ワーキンググループ資料２より 39

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/091/mext_00030.html


令和６年５月２７日第１２回高等学校教育の在り方ワーキンググループ資料２より 40

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/091/mext_00030.html


令和６年５月２７日第１２回高等学校教育の在り方ワーキンググループ資料２より 41

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/091/mext_00030.html


令和６年５月２７日第１２回高等学校教育の在り方ワーキンググループ資料２より 42

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/091/mext_00030.html


令和６年５月２７日第１２回高等学校教育の在り方ワーキンググループ資料２より 43

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/091/mext_00030.html


令和６年５月２７日第１２回高等学校教育の在り方ワーキンググループ資料２より 44

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/091/mext_00030.html


高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）：
文部科学省 (mext.go.jp)より

45

テキスト

自動的に生成された説明

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/1366335_00009.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/1366335_00009.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/r01/1420672_00008.htm
https://www.niad.ac.jp/josei/report/r5selection/


高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）へ
意見（支援）表明をしていただいた学会、団体

• 情報処理学会（リンク）問い合わせ先あり
各地の大学と連携し大学院学生を中心としてDXハイスクールの実施
を人的に支援、「高等学校情報科教員研修」の一層の充実、「情報
Ⅱ」開講のために必要な学術的コンサルティングや指導者教育・人
材育成などを全面的に支援

• 日本統計学会（リンク）問い合わせ先あり
統計教育委員会や分科会を設置し、初等中等教育と高等教育・社会
人教育を繋いだ統計・データサイエンス教育の方法論ワークショッ
プや授業力向上研修集会などの活動を継続的に行ってきたことを背
景に、 DX ハイスクールにおける指導者教育・人材育成、授業助言
などに関して、会員の協力を得ながら全面的に支援

• 日本品質管理学会（リンク）
産業界における工程ビッグデータの提供とその分析事例の提供、DX
ハイスクールの実施への助言、指導者教育・人材育成などを全面的
に支援、科学技術教育フォーラムの開催などを通しての探究的な学
びへの問題解決法の普及啓蒙

• デジタル人材共創連盟（リンク）問い合わせ先あり
DXハイスクールプラン集を公表

46

https://www.ipsj.or.jp/release/iken20240130.html
https://www.jss.gr.jp/act/committee_report/#DXhs
https://jsqc.org/highschool_dx/
https://dle.or.jp/dx-highschool/


https://www.mext.go.jp/content/20240527-mxt_jogai02-000021518_1.pdf 47

https://www.mext.go.jp/content/20240527-mxt_jogai02-000021518_1.pdf


48令和５年１２月２７日付「高等学校情報科に係る指導体制の一層の充実について（通知）」より

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01837.html


49令和５年１２月２７日付「高等学校情報科に係る指導体制の一層の充実について（通知）」より

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01837.html


専門的な知識や経験を持った社会人のみなさんへ (mext.go.jp) 50

https://www.mext.go.jp/vocational_education/index.html


51



52



情報Ⅰ解説動画リスト
• インターネットサムライがやって来た！「楽しいデジタル社会を創ろう！」

• 情報Ⅰってなんだろう？

• コミュニケーションと情報デザインについて
– [1]「情報デザインの要！情報の構造化」

– [2]「情報デザインの極意！[具体化]と[抽象化]」

– [3]「これで君もクリエイター！コンテンツ制作の流れとコツ」

– [4]「デジタル化の現場で学ぶ！マルチメディア作品の作り方！」

• コンピュータとプログラミングについて
– [1]「センサーライトを作ろう!」

– [2]「100連ガチャをプログラムして作ろう!」

– [3]「公平な方法で発表順番を決めよう!」

– [4]「天気予報表示マシーンを作ろう!」

– [5]「オリジナルAIをつくろう！」

• 情報通信ネットワークとデータの活用について
– [1]「身近にあるネットワークにつながっている機器」

– [2]「意外と簡単！？自分でできるネットワークの構成」

– [3]「身近にあるデータベースを学ぼう！」

– [4]「アンケートで身近な問題を解決しよう！」

– [5]「オープンデータを活用しよう！」

– [6]「はじめてのネットワーク構築」

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01832.html 53

単に情報デザインが分かればいい、
プログラミングできればいい、
データ分析の方法が分かればいい、
ということではない

https://www.youtube.com/watch?v=jY0HB9tjwHg
https://www.youtube.com/watch?v=lvTpl8MnOZk
https://www.youtube.com/watch?v=lIYU26u2JsE
https://www.youtube.com/watch?v=J12CkVYtPEY
https://www.youtube.com/watch?v=iAcCm5Km34w
https://www.youtube.com/watch?v=1G8ETJDiAcE
https://www.youtube.com/watch?v=QUsgNJ-gN9w&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=aOyLFkvrIEc
https://www.youtube.com/watch?v=YHtfxLnyO_0
https://www.youtube.com/watch?v=KGyOQGWCTe0
https://www.youtube.com/watch?v=lT9OxWbxjF4
https://www.youtube.com/watch?v=66jKNH5A1KY
https://www.youtube.com/watch?v=PJe33MvbsFE
https://www.youtube.com/watch?v=U3AoLVWT25M
https://www.youtube.com/watch?v=CGoz5ZdF9gU
https://www.youtube.com/watch?v=se27Kr3txG4
https://www.youtube.com/watch?v=T1UE1j8Q-i0
https://www.youtube.com/watch?v=VFzCUPp30jg&t=22s
https://www.youtube.com/watch?v=cMPnwCAzj-M
https://www.youtube.com/watch?v=PC9i0i5BJks
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01832.html


54
54



情報Ⅱ解説動画リスト
• コミュニケーションとコンテンツ

– [1] ニーズをとらえたコンテンツ！動画制作 「学校紹介の動画を作ろう」

– [2] ユーザー中心のコンテンツ！Webサイト制作 「文化祭のWebサイトを作ろう」

– [3]メタバースを楽しもう！VRの可能性

• 情報とデータサイエンス
– [1] 重回帰分析を用いた予測 「睡眠時間を他の行動時間から予測しよう」

– [2] 主成分分析による次元縮約 「データを圧縮して、関係を見よう！」

– [3] 機械学習による分類 「手書きの数字をコンピュータに認識させよう」

– [4] クラスタリング 「自分と近い性格の人は誰？」

– [5] ニューラルネットワークによる分類 「より複雑な画像をコンピュータに認識させよう」

– [6] モデルを用いた画像認識 「自動で顔にぼかしを入れよう！」

• 情報システムとプログラミング
– [1] 情報システムってなに？ 「身近な情報システム開発から学ぶ」

– [2] 情報システムを設計しよう！ 「情報システム設計の進め方」

– [3] ドキドキわくわく制作と動作テスト！ 「情報システム制作と単体テスト」

– [4] 統合テストと評価そして改善へ！ 「常に進化する情報システム設計」

– BitArrowの使い方[1]教員アカウントの登録（補足）

– BitArrowの使い方[2]グループチャットの作り方（補足）

• 情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究
– [1]情報Ⅱにおける探究とは

– [2]何から始める？探究のいろは

– [3]ヒントはどこにでもある！探究のゴール

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01832.html 55

情報Ⅰと比べて
できることの幅が
広がる
プロジェクト
で問題解決する
ことも

「探究」を必ず行う
のが情報Ⅱの特徴

https://www.youtube.com/watch?v=UMVOcvDtYuo
https://www.youtube.com/watch?v=a_eXKzxlfWg
https://www.youtube.com/watch?v=ZywaWuBLFfQ
https://www.youtube.com/watch?v=px5_Lp0Gnj8
https://www.youtube.com/watch?v=EpBZU5X6SJM&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=7
https://www.youtube.com/watch?v=NFR_tb82nc8&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=8
https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=9
https://www.youtube.com/watch?v=SX62DPAgw4o&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=10
https://www.youtube.com/watch?v=g2qkgKglA8c&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=11
https://www.youtube.com/watch?v=CRQ3bahK2_o&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=12
https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=13
https://www.youtube.com/watch?v=ZSzJNrkwUGs&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=v0fBja9SYJE&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=3
https://www.youtube.com/watch?v=DIcN1Q8XvGo&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=4
https://www.youtube.com/watch?v=c79FI38KGog&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=5
https://www.youtube.com/watch?v=aG9UB9WSGfY&list=PLGpGsGZ3lmbBs6R8OO536eIHrdupKCjiJ&index=6
https://www.youtube.com/watch?v=c9jO1SwCAwg&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=q_dvHegOcOk
https://www.youtube.com/watch?v=_R3Wh5qMhsI
https://www.youtube.com/watch?v=rLLlIcOVvi0
https://www.youtube.com/watch?v=mx1RckWVCOY
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01832.html


情報科学習会（アーカイブ）、情報Ⅰ、情報Ⅱ
解説動画等へのアクセス
• 高等学校情報科に関する特設ページ

• 高等学校情報科オンライン学習会（アーカイブ含む）
• 情報Ⅰ、情報Ⅱ解説動画
• 実践事例（情報Ⅰ、情報Ⅱ、専門教科情報科、情報科充実のための連携事例）

• リーディングDXスクール
• 取組実践事例（多数）
• リーディングDXスクール事業YouTubeチャンネルへのリンク
（公開学習会のアーカイブ）

• 情報モラル教育ポータルサイト
• 生成AIに関する教員向け研修動画シリーズ
• 情報モラル教育指導者セミナーアーカイブ

• 文部科学省/mextchannel
• １人１台端末で学校が変わる！
• 【インタビュー】「GIGAスクール構想×○○」
• 情報Ⅰ、情報Ⅱ解説動画、学習会アーカイブ等

• 高等学校情報科「情報Ⅰ」授業・研修用コンテンツ

56

事例は昨年度ご提供いただいた
事例により大幅に充実

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm
https://leadingdxschool.mext.go.jp/
https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/index.html
https://www.youtube.com/mextchannel
https://www.nttls-edu.jp/joho/


57

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/2d-
code/index.html?series=jouhou1

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/2d-code/index.html?series=jouhou1
https://www.nhk.or.jp/kokokoza/2d-code/index.html?series=jouhou1


骨太方針2024「３．投資の拡大及び革新技術の
社会実装による社会課題への対応」より抜粋

58
経済財政運営と改革の基本方針2024 より

（４）科学技術の振興・イノベーションの促進 より

（１）ＤＸ より

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/honebuto/2024/decision0621.html


国立教育政策研究所
令和６年度教育課程実践検証協力校事業について

• 各教科の教育課程に関するもの
（趣旨）学校において、幼児児童生徒が学習に取り組む様
子の観察等を通じて、学習指導上の様々な実践を客観的に
検証することや全国的な学力調査等と学習の実現状況を相
補的に捉えることにより、教育課程の基準の改善充実等に
必要となる情報の収集等を行うことに協力いただく学校
（共通教科）山形県立酒田光陵高等学校

神奈川県立相模原城山高等学校
神奈川県立上鶴間高等学校

（専門教科）茨城県立ＩＴ未来高等学校
東京都立新宿山吹高等学校
大分県立情報科学高等学校

• 「E-Assessmentに関するもの」A枠
（趣旨）自校で作成・開発したCBT方式の問題に関する実
践検証（MEXCBTを活用）に協力いただく学校（公募）
（共通教科）北海道札幌月寒高等学校

千代田区立九段中等教育学校 59



（参考）発表・交流を専門性向上につなげる
• 全国大会

• 全国高等学校情報教育研究会全国大会（参加登録でアーカイブ視聴可能）

• 全国専門学科「情報科」研究協議会（専門学科設置校等会員校のみ）

• 都道府県の情報教育研究会・情報部会
• お勤めの都道府県での研究会，研究大会
• 広く参加可能：東京都高等学校情報教育研究会の研究大会等、

神奈川県高等学校教科研究会情報部会の実践事例報告会等

• さまざまな学会（情報Ⅱ教員研修資料巻末参照）
• 研究事例の共有、無料公開のイベント（例：情報処理学会全国大会初等中等教

員研究発表セッション、日本品質管理学会科学技術教育フォーラム、日本統計学会理数
系教員統計・データサイエンス 授業力向上研修集会等）への参加

• 学会など主催のコンテストのエントリーを目指す
• （例）中高生情報学研究コンテスト（情報処理学会）
• （例）データビジネス創造コンテスト（慶應義塾大学SFC研究所）
• （例）パテントコンテスト・デザインパテントコンテスト（INPIT）

• その他生徒の活躍の場（JST採択事業等）
• 国立情報学研究所「情報科学の達人」プログラム
• 未踏社団 未踏ジュニア実行委員会「未踏ジュニア」
• 奈良先端科学技術大学院大学「NAIST-STELLA：『共創』が育む主体

性の未来」
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これからの授業を「つくる」「共有する」を続ける
• デジタル対応の組織変革人材育成の仕掛役として

• 探究的な学びの充実等、指導と評価を常に見直す

• 情報科としての３年間にわたる指導計画、年間指導
計画等を常に見直す（情報Ⅰ，情報Ⅱ，専門教科と
のつながり，中学校技術とのつながり含む）

• 数学科公民科など他教科や総合的な探究の時間等
との連携の充実を考え教育課程に位置付ける

• 情報デザイン、プログラミング、データサイエンス・AI
（を活用して創造的に問題解決する）等、現行学習
指導要領で充実した分野の指導力向上、AI関連等
の新たな動向を把握し専門性の向上を図る

• カリキュラム・マネジメントに参画し学校全体で行う情
報活用能力の育成に寄与する

• 外部有識者と連携し指導と評価の充実を図る 61



研修等の支援で考えられること
• デジタル対応の組織変革人材育成の仕掛役として

• 探究的な学びの充実等、指導と評価を常に見直す

• 教育課程の改善，充実に向け年間指導計画等の改
善を折に触れ促す（情報Ⅰ，情報Ⅱ，専門教科との
つながり，中学校技術とのつながり含む）

• 数学科含む他教科等との連携の充実を促す

• 情報デザイン，プログラミングや統計等の指導力向
上を図る。AIや情報技術を活用したイノベーション
等新たな動向を踏まえ専門性の向上を図る。専門
教科を担当できる教師を増やす

• カリキュラム・マネジメントの視点で情報活用能力の
育成に寄与する専門性の向上を図る（教科として，
学校全体の取組において）

• 情報科担当教師のさらなる任用，配置の工夫（外部
人材の活用含む） 62



今後に向けた対応として考えられること
（引き続き御協力をお願いします）

• 「産学官協議の場」への参画

• 専門教科情報科を設置する学校、SSH、研究開発学校等の指定
校と連携し実践的で深い学びの実現に向けた協力

• 情報Ⅰ、情報Ⅱ、専門教科の指導と評価の方法、情報活用能力
の育成に向けたカリキュラム・マネジメント等の研究、事例の
共有（教師の活躍、生徒の活躍両方）

• 教科内容に係る最新情報の共有（変化への対応）
• 情報デザイン
• プログラミング、AI
• データの活用，データサイエンス
• セキュリティ
• STEAM等の教科等横断的な学び
• その他（アントレプレナーシップ、シンギュラリティなど。。。）

• 大学入試の設定（情報Ⅰ情報Ⅱ、専門高校対象推薦）

• 情報科教員の養成、採用、臨時免許状、免許外教科担任の解消

• 研修講師の派遣、研修等の実施、教材の配信を通じた専門性の
向上
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